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繊維の新しい分類法と効果
墾維騨曹禦喋　成　　田　時　治

　　（1）旧分類法について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻織物染色仕、」機械…’…↓じ成ll7｜

　繊維分類は永年にわたって，化学分類に依存してきたQ川　　　：憶く材料繊制；別に別の型式韮跡1が作られている・その結果

ち天然繊維の中＿陪と刷畷離1繊縞オこ綿と婦はセ，・　人rllべ川フ尋洞様刎賊し・嬬けて
ロース繊維と分類してきた。併しこ〕1は円佑し℃ヌへぐ：・と，初　　　　△人絹

めは4者併列のもので，レーヨン（化学組維）な作るように　　　　　　人川織機…一側］織機流川）一一人llil　i織物

なってから，振り返って分類したものである。とい弘二とは　　　　　　人絹織｛1勿染色加工機械（絹ll］機械流川）一…．’1コ成品

蛋1凹繊維の中と羊毛と間とは，生成機借が異り，その｛生能、　　　ムスソ
も全くといゴ（いいくらし、遼っている。．・，ル。一ス瓢ll鯛ぐ　　　⇔端1酬㈱棚棚川D－一一：一スフ糸

綿と麻も同様である。工樂拉術的に弦∵ζ1，利用出光己び㌻け　　　　　　スフ織機（綿織磯流1川一・一スワ織物

染色位伽』ので，その他には矛脚で鰍い、　　　　　　　スフ織物鯉訓、臓刮蝋細r麟楓棚1）一・一完局脇
　レー…ヨンがてきスツができ，フ・セテートが川来て，これじ，　　　　　　　　　　　　ト（樹脂加に1’機械だけ開党）

を化学繊綿というようになった。上ii己の分源からすフhば，セ　　とい：）ようたrl∫様に・ウえを延戊己して行った。ここ’r私見を述

ルロース繊維，セルロース誘日体繊維というところて．あみ　　べて置く・・

う。ところが，ここへ来ると，人絹（レーヨン）スフ，アセ　　　人紺は本質的1こ絹と違い・その物性も遼っている。ただ形

テ叶，ヘンベ・げなどと捌iいこの点では・燃繊舌溺瀕　がf以てし・そミ・だけであふ瓢：れ．ば・刷1川例鰍（秒搬御

に引ずられた感じで：｛橘。　　　　　　　　　郷醗寸1るべきであ’・・拓もしその考え：戊ゴがあ・・た厩・ぱ，
　合日繊維ナイロンが出来てから，魯堀の合成繊維が創造さ　　人猟C十猟1｝に近迫せ1め婆‘研’兜も蛇芽し，アセテー｝・がレ

れたか，（ポリエステル）テリレンーノ・ラン，μ1・r祖，ア　rゑ1：り・い川に近い（1姐’乾武紡糸で柘1亦ら）とい：〕

クリロンなど，むしろ商品名が用いじ♪れている，、塩化ビニー　　思想も鰹1三し，わがllilでぱ，《）㌦・と早くアセテーrトのコ樹ヒ

ルレポリ諏チレン，ポllプロピレンなどは化合物の名前にた　　に力なへ1｝1’ζ‘ji問勺1三唱が～りつた筈であ』

っている。その結果，ご｝時　・含めた分類法が諭諒さ」・Tて，　　　スツ工深こしても・初めr人1”ヨ〔i呼℃川発Lたので～セ，か

現在一般化した醐凄が・・㍍これカここにいう旧分）紺：で　ら’綿…〕賠ill（ぷ蹴曲団たのて’嚇るまいか。勿もスフは

あるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綿花の輸人1禾1難1こ泊：ったため，国産織維というので，こ汎工

この分類法は，天然繊維砺｝類に出発いヒもの商三、る、そ　癒1が紡績でき元珊縦紅洲て糸にした戦糊嚇にも責
れは繊翻・獅工業‡銅扮類にもプ旗カミっているところ，　任ぱめ洗三’縄のソゴ向を向いていたな｛三1は今頃は，より

に特徴がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊毛に｝1迫した繊溺ilを開発していたのではあるまいかΩ

　1日分類法と工1‡技1，lll系列　　　　　　　　　　　　　　　　　併U’1」二の加き分類をしたので・コ闇支術は・一系列を出

　　△木綿組維　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でなかったといえる。今日開発されている合成繊維も，各繊

　　　綿糸繊i機根＿＿．綿糸　　　　　　　　　　　　　離の化学構造をその特性から，技術の1系列観念にとらわれ

　　　綿織機一一綿織物　　　　　，　　　　　　　　　魂裸となった・
　　　綿織物精練漂Cl姥械．　　　　　　　　　　　　　　」集製品を広く雀見察してみると，特に加コニエ1オ、においては

　　　綿織物染色伽二機械　完成品　　　　　　完成品な作る7こめ巨蛤の榊陵・胎せドC・用料では実
　　△羊毛繍f〔　　　　　　　　　　　　現川来た数・った商樹紅ぱのを（腿している…L瀧の如計
　　　毛輸踏班　　　、　　　　　　　系列韮義からは・この思想瞠1三まれて来ない・ここに旧分類

　　　　　㈱績｛麟r・毛糸　w　欝6櫟濡響：㌶；薩翻㍑≧覆‡碧隠
　　　　　紡毛紡・阻一一一紡毛糸　　　　　　　　　　　　　　　　も知ら力二いが，他の多くのものは，必ずしも，完全ではない

　　　竺機毛釧繊膓　．　il婁㌫蕊㌶麗煕i㌶轍詑
　　　毛織物染色仕」澱械（¶i］彗i）一一完辰晶　　　　　　うのは，この思想‘」基けば，各完成llf海に，1繊糀（含成繊

　　△㈱維　1　　　　　　　　　　紛群1吟なけれぽいけ恥ので，百輌備を保つ時し，い。
　　　製糸機械一一・生糸
　　　絹糸紡己拶械　　，絹紡糸　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）薪、分　類　法

　　　絹織機　　絹織物（生織物，練織物）　．　　　　　　　　加工工業という点では，繊維工浩も，機械工業も，霜気機

　　　絹織物染色加ユ：機械　　一完成川　　　　　　　　　　　　］〕戊工梁も同様である。ということであれば，理想製晶を開発

　　△麻織物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するためには，その設計に基いて，週当な材料を組合せてf’1三

　　　麻紡績機械一一麻糸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るべきである。特に繊5｛1この世界も，繊維の種類が者しく増加

　　　麻織機　　一麻織物　　　　　　　　　　　．　　　　　　　して，f餓のものがあり，」“Lつ各繊維は（ノミ然繊維を’除く）
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太さ，長さ，断面形など；自由に作り得るから，設計に基い　　　　　ン，塩化ビニール，’塩化ピニリデソ等の熔融紡糸の

て，これらは自由1に作り，完成品の中で，各特性を融合せし　　　　　　もの

め得る。その結果は，単一…繊維では出来ない完成品を作るこ　　　　半プラスチック繊絶（Semiplastie　fibエes）

とが可能である。尚天然繊維といえども，紡績（混紡）製布　　　　　　絹，，羊毛，アセテート，乾武アクリル

（交織）に際して，利用出来る撚も少くない。更に完成品　　　ビニ・ソ（翻賦）

は刻剛料，屋外材料・屋内材料・二［業材料などの分野に用　　非プラスチ。ク灘1｛…（n・nPlastic　f｝bres）

いられ，これらの必要特性三は略予想がつくから・これ固i恥　　　 木縞麻，ピスコースレー・ン，スフ，キ亘プラ
て設計可能である。即ちこれら完成品の要求する特性を大別　　　　　　　アクリル（湿式）

すると・　　　　　　　　　　　▽親雄分類（H，d・・phili・）（Sen・1・i・i・y）
　　△完成品特性指数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sellslbilty）

　　　　△妄料用騰　　　純親銚請甥三漂・・
　　　　堰吻｛騰綴　　　　　　半蹴性（・・垣・－h・d・・ph・・・・・…e・）

　　　　酬用｛1騰　　　　　非親㍊二㌶；，h、嚥，e、）
　　　　△工裳用｛耐久脂数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナイロソ，テトロン，ビニロソ，アクリル，ポリプ

　この考え方は，天然繊維を材料として，われわれの先祖が　　　　　　ロビレン，ポリエチレン，塩化ビニール，塩化ピニ

経験的に完成している今日の繊維製品（完成品）を反省して　　　　　　　　リデン　　　　　　　　　　　　　　　1

みると，饗計こよく仕1来ていることから発している。併しこれ　　・　△1刮体分類（Solid）　（【｝月隙性分類）

らは限定された繊維（天然4種）から作られたものであるか　　　　　純固体（pure　solid　fibres）

ら，その特性上に不完全な，・焦が少くない。ここで新繊維も加　　　　　　ナイロン，テトロン，ポリプロピレソ，ポリェ乎レ

えて，新設計すれば，高性能で・経済的価値のあるものは出　　　　　　ン，塩化ビニール，塩化ピニリデン（何れも熔融紡

来る筈である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸繊維）

轟麟驚禦鑑繋耀㌫匡㌶㌶　半固‡嬬・漂竺il）オ＿。。酬、も

畿耀燃竺聯蹴；蒜㌶㌶　　・｛㈱だ・：・・レー司ポ・・ジ・戸
酬r・際して，その必酬胞・基いて，．スラ〃ス鋼の中か　　非固体〔・°ユ1｛s°11d　flb「es）

ら選定採肌ているのが酬である．つし・ては，繊維の頒　　　オ難鵬ビス‥スレーヨン・スフ・アクリル
酬もかく酬くするが餌‖である．かつ効果的でも別　　　（湿式）
新製品開発の可能性を向上する。　　　　　・　　　　’　　　　△染色性（Dye　ability）　（淡色・－1‖斐色を芙しく純可染

　新分類法は，かかる考え方に基いて，物性分類にすること　　　　性）　（Pure　dyeable　fibres）

を提案した。　（1962年宋）ここで一般に解り易いために，先　　　　　　　絹，シルケット綿

づ合繊以前の繊維が持っていなかった特性で，合繊の発達に　　　　半可染性（Semi　dyeable　fibres）

よっご新しく発生してきた糎に先づ劒した・その表糠　　　木綿詳毛鵬ピスコースレ噌ソ；スフ，キ。
示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一プラレーヨン，アセテート，アクリル繊継，ナイ

　　繊維一新分類法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロン，テトロン

　ム純プラスチック分類（粘弾性，熱可塑，強靱性を含む）　　　　　非染色性

　　純プラスチツク繊維（Pureplastic　fibres）「　　　　　　　　　　　塩化ビニール，塩化ピニリデン，ポリエチレン，ポ

　　　　ナイロン，テトロン，ポリエチレン，ポリプロピレ　　　　　　リプロピレソ

為替のご用は
　　はやくて　たしかな
　　　　富士をご利用下さい　　　“

　千曲会へのご送金は、当店宛の振替貯金　　　1

　ロ座長野3523が一番ご便利です
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

今人気の元ンラツ⇒乗騨

　　　　　　　　　　　　　’　　i嘩働車代眺蕊三，㍍ξ灘蕊ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
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米国のメリヤス業界を視察して
片倉ハドソン株式会社小林三郎

　今般社命により米国のメリヤス業界の視察を行って参りま　　、同様に，ジヤージィに対する注目も著しいものがあります。

した。4月26日BOACで羽田を発ち，途中ホノルル，サン　　日木に於ても，各社に於て，化学繊維の開発が活発に行わオ七

フランシス・で酬lb一路縮ヘヲ1《びました。小生の醐し　上ヨ．つその原糸に対する加：：技術の進歩と相俊って，斑1冷繊

ている会社は，婦人靴下，セータ㌦肌着其の他の婦人物を　　　ブームの感あるのも当然のことと写えられます。

中心としたメリヤス製品の製造販売を行っておりますので，　　　2，合理性と高能蹄

今回波米の日的も，米国に於けるこの面の蒙界の製造狡術，　　　　私の渡米の主たる日的が婦人iψ｛1：下製造技術の調藷三でありま

市場調査・流通機構等の裳態の調査研究といった事が主体で　　　したが，この調査な通じて將に感じた311：は，各作業に於けζ、

ありました。滞米日数が約1ケ月という短期間であり且っ汐月　　高能率と系，lW目」］1！に於ける｜1｜田生レ己ありました。他の繊紺産

ヨll噸が比較的岳発蝋山でありましたので一甫期のト1的を＋　莱結i羊さに見る機会はあ賊せ、いCtたが恐らくこの加綱

分果∫得る段階まて参りませんでしたが突際に体得した翔りi　．様と考身、られます。

について記して見たいと思います。　　　　　　　　　　　　　　私のみた限りに於ては米1日の靴下製造機械自体は日本のぞ

1ピニ次加工製品から見た米国の繊紺素材の動向　　　　　　　　れに比L必ずしも新しい《，の熟ご取入れて居らず，又進歩した

　1抹に於てはヲ撚繊維｛謝する化学繊維帥1・掛1は誠に日　概械で・協り蜘ん。その状膿1・で．阿鰍・：糖比1旋した場合

覚しいものであ臓乎が，湘元三1に於てもこの側欄、－1オ沮　側壮の梱汝劇干てい制、のが沢山あ！）ます。蹄の技術

」・であり，ポリアマ・∩が・，アクリ・・♂し嬬　エステ　カミニ1：祝珊，di憤雀卿，技胸｛・］：llll　に於て，必ずしも劣って

ル，ポリプロの発展段階は，金く同様の様であります，，之と　　　いるとは私自身は考えて居りま」どんが，然も尚その様な高能

剛柄繍1…の加エヲ〔フ態がナチ・・ラルのもの肪，ストレツ　率はイi拠跡｝1桐一るか。いろいろ提て見て，ω原料ナィ・

チヤーソ・・ミルキーヤーンといった様にその僻撫肋持つ　ン糸の似捌！l三。②賀金体和合11燃。働捌｛こ対す磁本1拘

糊伽日鯨く利那｝胤た加［：蹴」賊果力洲歌その使　細念叫llw紅その｝細があそ肺⇒額纏おω項につ
用亨｛に質献しているものと云えましょう。ナイロンがそれの　　いては私共技術筏と1．て余り去うことを好みま吐ん靴捧ド原料

持つ草越した繊紺ll能にカさて逐次天然繊維の分野に進川し吏　　　としての優秀性は｛多くの人が卒i肖：：こ認らう，このことが，照賀

にウーリーナイロン・パンロンといった様な開花された加工　　　能率に大きく膨響している事実は否め設せんロ（2）は徹底Lた

技術により，二次加工分野に於ける揺ぎなざ地歩を確保tた　　piece　work｛ll岐を胞日している事です。日木に於ても能率

と同様・米圏に於ても，アジロン，ヘランカ，タスラン，加　　給，職筋給等の：再検討が盛んに叫ばれて｝蓬｝りますが現撤三はど

ユ：等により，単にアンダーウェアーにとどまらずアウターウ　うしても！蜥補給金的川功r例要素剖鵬削来ず，必ずし

エァーの分野に迄根強いt受透力な示している模様・耐一。更に　も本人の能力・能率｛こス詞ドした臼金は支払オ）れて1酌ま

オパソ，、ダ抽・等も，ナ仲ンに次ぐ新しい鍵粥として　せん・米卿聡ては単Wl；紗蜘輔｜が設定されて・個
瀞酬びて駒ます．蹴1・於ては，後の二描，凡胸　～・三（1縦に応じて熾猫払刷・・の1醐端欲を促

禦警漂ぎ蕊遥㌶蕊：：當芸1灘議1竃蕊1運㌶灘㌶
化学繊醗展噸因としては・その糠の繊網縮にプラス　に対恒綱。た捌｝酬念の棚ぴおの観麹ナます。
して・最近の米蹴繊鰍態・国剛三滴斌等が棚［を川ナ　米邸こ於ては樋21・1醐・暇があ渕肋御承タ脚通りで，こ
て居るものと考えられます。　　　　　　　　　　　　　　　　の点の相異があるとは考えますが，矢張り働く時は大いに働

　米国国民の所得は，日本に比較して，概ね，数倍以上の開　　　き・楽し・む時は大いにレジャーに興ずると云った様な点にっ

きがあり，之に対比した繊紺原料の単価｛寸，n木のそれに比　　いては，その割切り方に於てllP仁人の方が劣る様に考えられ

して縮い醸とい。たア・．・ランス赫りますが溺搬　ます・

轍籔㌶煕㌫㍍6袈麟；麗㌻轄鷲1璽i璽欝㌶竃霧璽
・一ブ｛ム・肋ンスプ〔ムといった修i向欲馴むし欲　効；大いに・蹴厨・て駒ま栢ζ，どうも理論と蹴の面で
家の立場にあ「りますのでヨk服原料に対する要望が，次の様な　　喰い違いがある様に見受けますが，米国に於てはこの様な手

傾向をとって来て居ります。　　　　　　　　　　　　　　一　法が理諭でなく，実践的にスムーズにとり、入れられて，経営

　（1）、外衣等に於ては一般的に高級品より｝ま，むしろ聰1禽て　　　が合理的に運営され・薗i能￥｛の問題と相侠って原∬Hi的にも晶

式な，比較的安∬1∬に手に入り，新陳代謝のきくもの。　　　　　質的にもすぐれた品物が生産されるものと考えられます。将

（2）旅行，肺一珊として所言lll　w。，ha。dwea，の｛生　来才購1のいろいろの麟が垣際蹴の場に立・て大い閲e

能を・つ・の・・ @　　　　鷲と酬㍑え醐轍力醜し欄の一・と思い
。鷺蕊；辮霊㌶念16；㌫；㌫㌫　的㌶禦鷺ξ；警認：蒜罐：三蕊8憲

非常に広く利用されて居り，且つ最近の日汝に於ける傾向と　　ましてご報謝こ代えさせていただきたく存じます。
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繊維機械学科研究室・繊維実験室・高分子工業研究所落成式挙行

　新時代の動きに対応した学部の体質改善事業は昭和36年よ　　二期工事407坪は37年8月着工，本年3月に落成いたしまし

り当局の拡充計画と関係各位のご協力にょって進められてい　　た。建物の内容は教官15人分の研究室13室，学生200人分実

たが，その第1段階の3建物の完成を祝し落成式は7月12日　　験実習室5室，卒論学生用の研究室5室のほかに機械類の特
午前11時より母校講堂において，長野県知事はじめ1’00余名　　殊研究室等25室計48室よりなり，すでに教官と学生は入室し

の来賓のご列席を得て，盛大厳粛に挙行された。式は清水事　　て一同近代的な建物と設備の喜びにひたりつつ新学科の育成

務長の開式のことば，信州大学渡辺施設課長の工事報告三村　　に意気込んでおります。

信大学長挨拶につづいて，小泉学部長より別掲のとおり詳細　　　　次に繊維実験工場の移改築についてであります。

な挨拶と学部改新期成同盟会長参議院議員木内四郎氏よりこ　　　この工場は明治43年本学部創立と同時に建設されたもので50

挨拶があった。感謝状贈呈は三村信大学長より機械学科研究　　年間学生の実習工場として貢献し，卒業生はいずれもこの工

室工事請負人北信土建KK社長野沢三郎氏に電気施設工事の　　場で実技をおさめて社会に巣立ったのであります。また工場

日昭電気KK社長池田栄一氏および向陽電気KK社長斉藤米　　の機械類は明治の末期から大正の初期にかけては，わが国唯

吉氏，衛生施設備工事川崎設備KK社長吉田明男氏に又繊維　　一の最新設備として直接業界の大きな参考になったとも聞い

実験工場移改築工事請負KK柳組社長柳沢章三郎氏に贈呈さ　　ております。しかるに半世紀をこえる歳月を経た今日では，
れた。

　高分子工業研究所関係感謝状は期成同盟会長木内四郎氏よ

り工事請負人KK宮下組社長宮下鯛次郎氏に電気工事の宝電

業KK社長宮下利一氏に衛生施備の川崎設備KK社長吉田明
男氏に感謝歌を贈呈された。来賓祝辞は長野県知事代理橋詰

英雄出納長，上田市長小山一平氏，帝人常務西村錬次郎氏の

の学部発展の祝辞を述べられ，祝電披露があって閉式。式后

繊維機械学科研究室においてパーテーが催され三建物落成式

は滞りなく終った。

ご　あ　い　さ　つ

　　　　　　　　信州大学繊維学部長　小　泉　清　明　　　　　　　　．　　　　繊　維　実　験　室

　本日当学部の繊維機械学科研究室，繊維実験工場ならびに　　’建物は全く老朽化して雨もりなどがひどく耐用の限度にぎ・

高分子工業研究所の新築と移改築の落成式を行うに当り，平　 また当時の最新式機械類も・あるいはそれらの運転機構も時

素からご心配をいただきました方々にご案内を申しあげまし　　代おくれになったものが多く・われわれは以前から更新を念

たところ，暑中かつご多用中のところをご列席くださいまし　　願しておったのであります。一方本工場の所在場所が・学部

て誠に有り難うございました。厚くおん礼申しあげます。　　　の将来計画における他の建物の建設予定地となった事情も加

　私どもの学部は，政府の理工系大学教育の拡充政策と技術　　わって・にわかに移改築の議が進み・37年文部省にお願いし

革新にともなう業界の新しい動きに対応して，昭和36年学部　　て実現をみることになりました。すなわち所在場所から約

機構全般にわたる根本的な改組拡充を行ったのでありますが・　　100メートル離れた北側の場所にもとの450坪を270坪に縮
　　　　　少して移改築を行ない，同時に内部設備も使用に耐えないも

濯　　　　　のは棄却し巨大なものは適当にカットし，あらたに数台の最
新機械を本学部改新期成同盟会にお願して導入したのであり
ます。なお臨時の措置ではありますが，移改築後の工場には

色染工場と機械工場の一部も一所にはいっております。この

工場の移改築は37年7月に着手して同12月に完成しておりま

頴　　　　す。

次に高分子工業研究にについてであります。

灘　　　学部では古くから繊維の研究所の進展には，それ自体のみで

　　　　なく，これと密接な類縁関係にある立体高分子の研究が不可

　　　　欠であると考え，これについて多数の研究業績を蓄積してま
繊　　　いりました。たまたま最近立体高分子を利用するいわゆる高

　　　　　　　繊維機械学科研究室　　　　　　分子工業がめざましく発展し，プラスチック，ゴム，接着剤

今日落成をみた3建物の新築，改装はこの時の計画の一端が　　塗料，フィルムなどを土台とする製品が，木材，金属，陶器

有形的な形として最初に実現したものでありまして，当学部　　　などの代用あるいは，それらに勝るものとして近代工業ない

にとってはまことに意義の深いものであります。　　　　　　　しは近代生活の花形材料になってまいりました。学者によっ

　まず繊維機械学科研究室の新築について申し上げます。　　　　ては高分子工学を原子力，電子工業とともに第三次産業革命

この学科は最近の繊維機械類の複雑精巧化に対処するため，　　・の3大柱と唱えている人もあるくらいであります。このよう

一般機械工学の基磯の上にたって，繊維機械類の設計，製作　　な客観状勢をも反映して，線状高分子である繊維をも含めて

操作，改造などの研究と教育を行う学科として新設を申請し　　　高分子工業に関する基礎的研究を推進するための研究所設立

幸いに文部省のご理解とご指導を得て36年から発足した学科　　希望が大きく浮かび上ってきました。そこでこの目的を主と

であります。研究室710坪の建設が同時に許可になり，第一　　　し，このほかに学部全体の改新計画を達成したい願望をもっ

蟄工事とLて303坪が36年8月に着工され翌年3月竣工，第　　て，当学部改新期成同盟会の結成を地元の県，市ならびに業
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界などにお願いして，これを実現していただき同会の後援の　　会千曲会の会員は学部や同盟会の運動推進にあたって陰に陽

もとに研究所の設立の運びになったのであります。研究所で　　に多大の応援を惜しまれませんでした。

は高分子化合物の物性，化学，成型その他高分子に関する諸　　　以上ご関係の方々のご芳名をいちいち申しあげることは失

般の基礎的研究を進めますが，今回竣工した研究室では第一　　礼させていただきますが，学部が今日まで前進の道を歩いて

着手として高分子の物性，化学，構造，合成などの面を取扱　　　こられたのは，いつにこれらの方々のご高配のお陰でありま

います。研究所の延坪は217坪でありますが，これは近く同　　　して，ここに学部を代表して衷心から厚くおん礼申しあげる

盟会から国に寄付の手続きをとっていただき，可及的近い将　　次第でございます。

来正式な国の施設として研究員の定員もつけてもらい，さら　　　最後になって失礼でありますが，今回の工事を請負われた
に規模の拡大をもお願いしたいと存じております。それまて　　会社の方々におん礼申しあげます。繊維機械学科の建設は北

は研究員は学部教官の兼任でゆく方針であります。　　　　　　　信土建KKが，繊維実験工場の移改築はKK柳屋組が，高分

ご指導とご配慮を賜わりました。また学部の改新期成同盟会　　めて厚くおん礼申しあげる次第でございます。

は側面から学部の進展に対して心からなる援助を与えられ，　　　以上をもって私のごあいさつを終りたいと思いますが，最

学校側の計画の中で同盟会が一心同体になって実現にまい進　　後に私ど旦は今日の落成式を一っの契機として，さらに教育

してくださつた乱分が非常に多いのであります。同盟会の運　　　と研究への思いをあらたにして国家社会の期待に報いたい所

動に対して長野県，上田市ならびに県内県外の関係業界の百　　存であることを申Lあげて重ねておん礼の言葉に代えたいと

指に余る会社あるいは団体は出費ご多端の折柄にもかかわら　　思います。

ず多大のご援助を寄せられました。なお各地に散在する同窓　　　本日はどうも有り難うございました。

高分子工業研究所の新設
信州大学教授呉　祐吉

　近代技術の革命¢第一は原子核内に秘められていた莫大な　　　てあ乙。

エネルギーの解放と活用てあり，第二は電子計算機の発明を　　　信州大学繊維学部も蚕糸専門学校として発足したが繊維
ピークとするエレクトロニックスの急速古発遂てほり，第三　　　産葉が天然繊維から再生化学繊維更に合成繊維へ進展して来

は金属材料時代の次の時代を背負って立つ高分子工業の閲花　　　た世界の大勢に即応し，更に又高分子科学の基礎無くしては

　　　　　　高分子工業研究所配置図　　．c欝㌻翌§㌫螂驚継魏㍊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，新Lい時代への研究と教育に努めて来た。繊維を形放し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得る物質はすべて高分子化合物であり，その中でも鎖状の分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子構造を持つもの丈が合成繊維となる。又原子エネルギー解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放の為の原子炉の操作に於ても，エレクトロニックス発達の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎に於でも高分子化合物は不可欲の役割をはたしつつあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。又近代主活の身辺到る処に高分子化合物は或はフィルム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし或はプラスティックスとして活用されつつある。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等の高分子は級維を構成し得る高分子とは自からその内部構
　　　　　　　　　　　2　　階　　　　　　　　　　　　　造を異にするものではあるが，その原料合成の過程に於て，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　或は資源開発の面に於て共通の基礎と技術の上に立つもので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。従って合成繊維の発達はこれ等一般高分子工業との密

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接な関連の中に於て始めて可能である。繊維学部は近代技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　革新の根幹をなす高分子工業の重要性に鑑み，天然繊維の改

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良，合成繊維の創造ばかりでなく，広く高分子技術，高分子科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学の開発の為に新たに高分子工業研究所を設置した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今回，千曲川の辺り，繊維学部内に建てられた鉄筋コンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リート2階建，217坪（工費20，850，000円）の研究所は信州

　　　　　　　　　　　1　　階　　　　　　　　　　　　　大学繊維学部改新期成同盟会の寄附によるもので，将来の拡
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発展縞分子科学の進歩に深い1恥と醐鰯わ瓢のこ酬　 最猷飽昧・描tl鵬1所沖蜥1：絨雌棚噺f擬
創の多大の・棚によって女台めて達成されたもので時姐　数伽畷一陥の1蹴捌鷲マ1臭蹴蜘細聾｝脳轍じCい
ここに深甚の1翻の意蛾すると共にそ蝋任の猷さ醐　篭・ので今剛徽杣繍1ざ功パ弼剛　r塑覗蹴鵬
感するものである。　　　　　　　　　　轍1繊於て臨特穿醐戌㌢一ヅ醐い“1商側蹴・嬬一
　この研究所は1臓同盟会力、卵〔ちに国に寄附計L，文芒澗　輪ものを巡蹴｛軌1蹴駄い・：蹴i地川納ぴ職噺
に対して，繍鰐部附・屈の国の研究施設として可急的速かに　争の為に編さ｛llが」繊㈱惚｝‖1門顯簡：頚・・て持㌔階鵬

認可さ賠，様口仁帥、獅である。研猫1別は完頗暁固撒　先んず緬蜘院迄剛姻4げ舳：川脳い1’刷蹴祇・
四部門とし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現状であるピ，かかる意味介いから㍉’折子硯箔’協川刷｛！’無
　D高分子合成研i猫i1；門（新しいi、1」分：］¢）合成遊合の研究パ　　（仮名）の攻1］ぎ協同研究推灘搬ll力財団力川隠妬小さいなが

2）高分乎物性研究部門（i、分子の構造と特性の］減）　　らこ醐戌所の1鰍夕湖て刷撚協糠額へθ離川の…つ
　3）高分子成型研究1，1；門（レオロジーを」輻礎とする紡糸，戒　　　としてその鰍斑をはたし得馴こがゐ小　、江涌1　べ，ξ／｛い。

ウィルス利用による審虫防除
　米カリホルニア大学澱授Dr．　Tallada氏の講誠内得を要　　　　7，潜在ウィルスLat餌cy

約すれば次のよ1 ､である。　　　　　　　「　　　　　　　　　　要するに各タイヅのウイルスは掛れぞれ法の1敷染贈殖｝旭程

割1防除にミク・の天臨即ち1禰ウィ・レスが注日される　剖るにい割1にどのよう端多特牌’㍑ぷ酬嚇‖蝶し？こ
ようになったのは提薬に欠陥力くでてきたからである。最近，　　　上で適当なものな浬ぱ♂cければならなし　］1寧リミ性鵬つい℃は

霧虫の中に農薬に強い担蹴性を示すものが現れ，悲菖蓬の濃度　病原力の強いもの捌恥・，懸濁液の籾難潤え為ぽ烈傾
を高めるか，他のものな用いねばならないという面倒な場合　　　時期は，、］∫虫の抵抗力の弱い，発病しや’㍗いll郷｝1な選凱

がでてきた。また農薬は人畜に轡があるし，害虫と一緒に益　　　潜在ウィルスの問題については，ウ／’レスが1〕臓涌1．て継

虫や天敵を殺してしまうごとも多く，作物の薬害も大きい。　　代されるということから，冊虫防除にこれを応｝｛1するいくつ

　病原ウィルスを使ってρ1～虫を防除する方法は，審虫の絶減　　　かの可能樵が湾’えられるが，こ1｝1，は今｛”に残；額いた‖｝i題であ

をねらうのではなく，大発生して被害を与えないよう，害虫、　　る。

を押えつけて自然界を安定させるのが自的である。　　「　　　　　防除にあたつて，ウィルス投脇が一時的；二胆llなお｝Xえる

　この方法の利用は約20年前，米国で牧草のアルフアルファ　　農薬的な効果よりも，一次感染が二次感染をひ注おこすよう
につく害虫を退治したのが最初である。はじめDDTで防除　　な永久的な方法をとることができるとすれぱもつと効験ll｛1で

していたが，牛乳の中にDDTが幽ゐことから問題になつて　　ある。
この防除法が研究された。現在では欧米でマツなどの林木，　　　では使用するウィルスはどのようにし’て螺忠するか‘～　広

トウモロコシ，野莱などに利用されている。　　　　　　　　　い地域を対象とする害虫防除には多二棚：のウ言ルスが必要であ

　この昆虫に病原性をもつウィルスには表のようにさまざま　　　る。ウィルスは人エ培地では増郊｛しえないので，生ぎた材料

のタイプのものが存在する。　　　　　　　　　　　　　　　　を使わねばならない。最も望ましい力法としイ：組織培灘が労

　これら5つのタイプのウィルスを害虫防除にどのように役　．えられるが，現在までに成功していない昂ウ寸ルスの藤1．に

立てるかは，次の事柄に注意をはらわなり’ればならない。　　　は，生きた昆虫に接獺し，惑染したものから将料を得てい

　1　抵抗性Resistance　of　Virus　　1　　　　「　　　　　る。今泡に行われた成綴では1エーカー当り，羅病した昆虫

　2，病原性と濃度Virulence　Or　dosage　　　　　　　　　5～10頭分で効果が上がつている⑪従つて容易にウ’｛ルスを

　3，寄主感受性Host　susceptibility　　　　　　　　　　　得ることができれば，害虫防除にミクロの三だ敵を使つて測期

　4，潜在時間Time　factor　　　　　　　　　　　　　　　　的効果を上げることができるであろう。ただ問題として残る

　5レ寄主籟i囲Host　specificity　　　　　　　　　　　　　　　　’のは，有益昆虫にまで被｝…を及ぼさないかということである。

　6，移行Trallsmission　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要約　・1・林　勝）

　　　　　　　　，　　1…1・典B・dy　l・・…par・・…　i
　　　　　　　D’seases，［百・∋・・・…皿’I　S・・p・…㌫瓢……i　H°st

1．Nuclear　polyhedrosis

2．Cytoplasmic　polyhedrosis

3．Graエ1ulosis

4．Polylロorphic　inclusion

．　　5，Non－　illelusio」∩

・。1yh・d。。。蜘1s｛・．・

〃

capsule　cy・・P1・・m　i

　　　　　・y・・p1・・m　lsph票三e

・y・・Plasm‘spYe
nucleus
　　　　　　　Rod

DNA
RNA

DNA
RNA

　　　　　　　　　　1　　一　ζ　　lDNA
　　　　‘　　　’1　　　　1
－’ @1　…－　1　」…　1　｛

Lepidoptera
正｛y1ユ1enoptera」

Lepid（Jptera

〃

　　〃
Lepidoptera
Silkwor1皿，　DiPLera
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　　　母校ニユース　　犠・ご；納し嚥！1蹴鰍験繊訪1眠た　　婿院修土課鰍酬画

　　　舗霞㌫鑑　　繍灘曇霧i！1臨｝；議霞、禮糊1：肇⑫麟㌫撒

1は蕊；臓，㍑lc綴ぱ鰐樗ぷ識讐辮㌶竺瑞1黙綿；‡蕊瓢i織蝶鷲㌶欝芸

、1・ルユア大学教授Tanad博二1二な迎えて　でVirし1sのこ］旨’llや座談会をもたオ1，　とZ予冗している・繊健∫部｝火‘’1ξ院と

灘捻研猫1。絵，麟捻訓1いた、，T・四d川担は’1’・’1暇へ向われた口　、いう・蹴姻飾り・脇惟が1粋から文
　Tanada阻：はBi・玉・gical　c・1ユtro正　　　　　（儲，　ll川亙i次郎）　　』’　’省が』［　方大‘’∫・への設置にも‡」｛極的にな

の｝！享門家で］兄在4れこくVirusによζノ得虫　　　学部改新期成同盟会理事会開催　　　　ってゐのを保ひ」ll回　1三現化6撒研究して

鰍・酬究で1聞1的に垣ぱ柵2・7脱1聯酬勘貞酬燃ぷ1…lll案いる・

雛耀蕊轟騰簗｛蠕ii灘il繕灘liill　山㌫蒜念森川鮒、良，、

ξ㌶㌶㍑，潔撒≧舗［瓢麟雀ぽ1糎を哩‡㌶1三燃；灘6　1；

話され，三ライトを川い£の　卿1塒々完成t、本Fl落成の祝り世1｛　すことにな。　④前雑lll行齢（5月澗習い月滝

灘！鰍§竃1糠謬…雛藷璽螢㌶1識il雛㌶雪　1綴・1㌫

ψ8語で質問する〈・批hもあったほど熱が入　　　　信艸1大学統合案は見送り　　　　⑤今年度獅役n

り田舎の：蝉にとってはまことによい機　一脚姑鱗‖6酬画をおり込んだイ洲　1継」渥測ll蜘愛
会であ！），府惹旋であったζ、　　　　　　大｛学の整備艮期計画1工今迄4．6学部一一致　　　監督　村井　栄一

　謂演会のあと日談会〕二討論会を催した　のホll｛諭が出なかったので7月10日卍で延　　ヨ三将　森lll稲齊郎（紡E・糸専4）

が，Tallada博土を中心に大学のノじ物’Ψ：　1｛｝1を得ていよいよその7月110日開催の　　句年間川†」計醐の0］c認（冬山剣岳月尾

関係教官の仙，蒲｛．，1｜1崎㈹fl嚇1：第93何信州ナ〉・了・・醗会でも依然各学r｛1｛の根，極地法，縮隙｜lilから1肌槍縦走）

も加わり昆虫Virus三藪1の膿病中1鯉lll多　←〔致した畠論が口ら〕ぱcいので信：ぽ；ξ部　　⑦fド問：・ll業計画（部報発1：｜1）映画会の

総蹴㌶撚漂：麟；；叉雲纏僕竺課鰍櫟延期見送聞璽；炎認；≧㌶）ヒm専門山岳

難罐㌶！蕊誌蛋漂木年馴糠嬬㌶，」、学都の鰹ひ撒鰍三甑・てか
ても語ら跳の尽翻のを忘栂｛泣で部斑番噛肺・お、、て7月27，28日らの｝・　の矧～蹴（241ド～334F）と唖

あつた。　　　　　　　の1、帆野球魂臨栢ド，排球鴻道絡嫌り・OB会ばド記へ御一報下さい
　このあと筆者は上『ll城01ヒ，博物館，　llビバドミソトンの六種日が行なわれた。学　　　　長野県上田市イ｜∫州大学

木嬬じ念館などをご衆・ド］し」川の即肚部では・マソ勅一を連ねて選乎応援団　　繊ホ1時部体郁｝内

していただいた。翌3日1．1はまた両博士　は等し朝出発参加したo　　　　　　　　　　　　　．1：田山岳部・同OB会

皆様のご相談相手 信州別所温泉
（上田駅下車電車又はバス30分）

1黙蝶和・泉　屋
TEエ」（塩［日局）　30・102
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禦で碗かi川雑↓‡獅することに端りたてるよ弓棚磁醐蜘かり　1，lr紺：会1翻のり剃…後初の蹴総

1擬難欝議灘1竃瀦螺蕪1灘羅i繍翼鱗き鞭i
！洲瓶てポこと・　　　　。た．本酬ぱ外飢が、1’鞭賞さ徽に脚1さ湖：飢品，
　　　　菅平部分林視察　　　　　れた・今後一回学外会ξ1も申請され木三lll　　　千曲会厚生施設予定地視察

る今20ヶ年もすると完成木として伐／釆さ　　　　財団法人上田繊維科学振興会　　　　　　　　　千曲会費完納嶺」

れるので木会公益・札茱のために一つの魅　　　　　　　設立許可さ　る　　　　　　　　1咋年の総会において，か’て・て1時金

力となるで’あろう。　　　　　　　　　　　　冊校50周年記念『’ll：業のマうち将来にの　　を納入された会、員は201川分納入したこ‘1二

　今nは昨日のメご繭もすっかり晴れ真聾　　こる事業として昭羽｜36年より任意聞体と　　に見τcl，，后20鯛納入の場合，会波は免

の大陽は高原いっぱいに照り，日に児え　　して．発足し爾来，2ケ年繊維科’学振興に寄　　除となること，i叉は年々会費な翻］め40M

るものは濃い緑一一色で，向いの山W平ス　　与す’る各種事業を！炎施して来たが当初か　　完納の余戯｝ま以后会費免除｛ご決定いたし

キー場麓の旅館，　ヒニ，・ッテ，生物研究所　　ら公益法人組織と’ナることが記念事業に　　ました。　この度次の方は4刊司分完納さポ．

ヒ休育研究所の騰根だけが緑の中｝こ色とり　協力いただいた各位に約束してあったの．会費免除となりまし悟こ曲

どりに見えた、、lll口先Zl三得意のカメラで　　で振典会役員会にオδいた1作秋来これが法　　　　中村登一」］1～（紡19・憂知支・会）

成木状況や蒲守人の家族を交えての写真　人組織について調査研究し，4月設立発　　　小！‖．倫平（紡26．更Jl「｛支会）＿

も‘礁隅醜で刷剛，，ん㌶蕊瀦蕊劉謂il；㌣馳P轍灘　P　i
㌶三㌶耀膿1語；鵠蜜罐1㍑雀警瓢麟45版糸鷲の，糠　｝
ト乎前まで行楽することが出来，緑の山　立登記をしなければならないのでlll下巾・　定価　1，300円　　送料当方負担　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しなみを愛でバスで5時半頃％｝mし㌧た。　　　詰手続き巾である。　　　　　　　　　　　　ダじ部ありご希｝当の方は下記にオ5中込下！

な酬琳剛の標詳浪柱はす。かり酬　翻・役1蝸縦髄人であ獄卿1同パさい。　、　　　　　！

li灘騰議毒15饗鵜脚員i」一；漕賢　　削・i
1－一．一　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一〔’・・一一一L7　　　　　　　　－　」一一　　一F　．’一一〕mTW「＾…＾一　一一一『一一一ぺ一一」　・　」　　　　　　　　　　　　　　　・1　　　　　r　－一回　r　rr一一・　r、r〔T一円［WF＾「　・川w　r・噛・・＾““F，φF、　P〆r一v吟P・r「〉［亨　了’．　☆　　「「　，【P　rF　r臼　叩　　　　　r「びば’L・　　・」　　　一ゴ　　w－×「一　　　　一　「

講蟻鞍擁灘難：灘灘働佃やけに

　　　　　　　　　　　　㌣武醗味噌

　　　　　　　　　　　　　1　電話（上田）（2）2280

1
i　　『免　　　　　　　　　　　　　　　　「”　　「1　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　㌧
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、」　　、

1

　　　伊藤武男先生退職言己念会募応者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
1，000円　隅剛隆太∫訂‘（繊維学部）北条奢m三（繊維学部）1

　　　　鋤酬（学細林畑｝（靴，）1
6001：『黒岩茂隆（繊維学・部）今井1回」｝（化4）　1

　　　　坂rl　育三．（繊維学部）　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500円　　荻原　’ill∫カ’｝（繊維学～i］；）｛公1蟄　・卓見（繊翻1学（’ill）　i

　　　　ノ］、塑Pi尺イ㌫義　（！学fヒ6）　　lllln　　力；リ」　（｛学：イヒ8）　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
300［「1勝野職（五ξ35）　杣節博（！獄3）｛
　　　　矢彦沢沽允（繊灘1学部）三三石　　賢（繊継学部）　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　大屋　正尚（繊維学部）　　　　　　　　　　　　　i
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一一一“　　　　　　　　　　　　　　　　　　一→一一　　　　一＿－r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　支会だより　：漂1翻舗　ぷ三蕊三蒜イ、

　　　　　……　　1認1・‡㌶；門糟辮瓢罐欝
勧llの伽践会総会を51125　rl　18115から　　　　　（依川・1訓・・D　た．刷・・」二1｜ri厭50fr‖l」刎，（一↑・1暗ケ

瓢瓢iヒ蝦漂；㌫劉　繊5年・の近況　腰父瓢；鑑、麟認‡
総会の川1蝋兄約校火災復卿榔内入　　　　　li川W之丞　し人こいからとの・二とて・　・・た・

欝灘巖籠藷｝簾鱒翼藷i灘i：緩撚§

1三li鯉蟻㌻ξ1騰遷＝・㌧lii鷲鱗禦；
勘て慨ず火級り1噸につい甜　才瞬搬受りて肪如いう．「あトlll喘加ての1：恒・1・’・竺いか蝋

㈱鵬・よぴその∫、1刷，細（北島つである・，　　　　　た．その鵬こ庭の1購噺‖生家醐語

㍑；、懸㍑孟1瓢㌫；霊、：題蕊蕊1㍑瓢撒三誼ζ；漂墓鎗‖難ぼご㍑；苔；

篇難≦裟當劉㌶i翼㍑㌫讐雀㌶豊璽ξ縫㌶繍賜㌫ζ

麸翼纂薫魏竃蕊欝仏言；㍑漂㌶蕊鐙‡議1難1議竃麸
会費をおく。ていただくなど，いつに変い肌とだろう・明日鰻へず・耽く｝、糖囎い蹴謝側1噸マ甥
らぬ刊訟への鮒と馴固さ畷徽明日彫くの鵬が」］てない・・わぱ祉があ硫よ・継願ぐ〃楯郡学4三
して巡せし触。　　　　会鞭酬に位している1酬とい溺か献から羽織鵡｝・醍袋て粋磁びも

を繊散会。たときは22時端、。てい嚇竺嫌鋼一・竺そう・は煽題喘富で卵略・も蘂高くな

いた・ @　　　　　　　芸P豊㍍㍍㍑こ竺㌫：㌶霞蒜濡㍑認蔑鷲㌶；塁
　当日の日蹄呂は次の通り。　（略敬称）　的な考え力に支配される友人もおるかも　生の歌・さては日本各地の民謡何でもこ
　自営（山栄石曲）宇根山哲夫（糸　17）　知れない。　　　　　　　　　　　　　　　座れと歌われ・冊引こは藤口疎湖先生の正

徳竺：人劃㌶、㌶：；灘蕊；㌶雛i竃；議
　．”　鵠剛（学糸D力となれるのだからプ・いに疏ろう・俺る．R楓てやまない購魁の誤福
　京邦レーヨン　村田　一由（蚕　18）　はそう思っている。　　　（蚕15回）　　をお祈りする次幼である。なごやかな茨
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娠会も腸細螂蜘化学姻永引・鄭栄繊榔蝕紅（製糸24）さん長として・蜘・踏醐の）！∫順批ぷ
保纏宅）に租深交にいた。轍会し搬矧継剛題えているから盆火送迎極継の剛として蹴の的疏って

蚕19加藤拒蚕25獄［姑た・とと紗急でF川！、に間に合わなか・　・川に（4日2）名のみ破会鼠終

認瓢　；鷲‡；1蕊㌻題㍊『設㌶｛鍵慧㌶；1㍑雲雲1蕊5灘群蕊㍑1；｛
蚕36大工原卓犠2手」斜・1｛男めて訟賠様に深鍋・び・1・はす．物ト制成園，力畝厄い：1・パのlll：・」1
戦3倒川峡綴3釧節118　6月18［・1・陶暁判∬児胴蹴軌の灯さ・し↓｝刷胱柵1・・’4；1腓川か嚥

』！、，こ認三㌫懸㌫，、1…霧1犠鱗ll㍑㌶1竃螢馴蹴聴ii㍑

1織：禦議㌶議1；1竺竃慾㌶翼雛‡il綴繍購曇ii：1

燃元竺縫忽㍊㌫［漂；懸㍑㌶；蝦慧；、fll：烈；6‘㌍蹴12㍑謬‖：贈；託

任会川先生1二・川据・蝋’Lた・　硫物叩！；Ψユ。，」加1靱0・児噺一・」ぱ四ひ’弘ビ人の叩，泊川’泊方

　　　＋㍉．メA　ii螢憲議〔i遼實蕊瓢淵1㌫il

　宏榔仲kより何1殼の・、仔麟註一鋤く船のものて1編］；の経乍窒も川1恒・ぽい仙、1げ川中1：・珊1毒いよ馴
次のお匝りを得た。　　　　　　　　　　　　労せずして価ける近f㌔的八やり力てぐん　　」二様に息｝れ、忠いるu

　過Flはご多忙中の処，ヰ県午曲会支会　　ぐん仲び一流の史藍家として成功してい　　’」屋一・郎（鉋22）提7・rl営，了川の｝好∫

i允展のため遠路ご来静をいただきイ」蛸う　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　中，山｛1、田畑の大玉也L㌣高lill1！」けハ，フ・力

ございました原お礼申し1，爾・鼻一．せ　奥さん晒やん一家皆さんの’心からの県’阿摘デぐ斜rてあん中’・・も打il；欄・

っかくのご光来にも拘らず，川席会員⑥　御歓行に同窓の気やすさも加わつてすっ　一（蚕6）さんと二人け∫］名瓜枯・凱㌧聞

少く，工Lつ何のおもてなしも出来ず本当　　かり腰か蕗ちついて了った。仕は戴終列　　く・何づ’｝日よ則1り川llのためごも‘占躍｝川｛L

に恐縮てした。今後は先生のご指示に縦　　車に河く【｝∫1に合って指宿へ帰ったカ㍉あ　ね｝ま九らぬ人花あ泓燐

い，何んとか支会に活を入れたいと存じ　　とはいつよて皆ん九いたか・六かなか立　　　牧’音ノ∫雄（糸32）今回のτ多杣㌔眠児品

ます。今後ともこ㈱の程お願い申し上つ気配4諏かった・児玉一蜘こは常に大り鹸定那r棚1［・に’〕・績｝t品別に
げます。本部の皆様にぱ呉れ呉れも宜し　変な厄介に一なって申し訳ない。　　　　　　いて江係長・ヒよく」ll｝、λ∪み県の／こ㍊ムし

お伝へ恥・ま魂　　　　　　　次に会員の動直梱制する・　　　酬工痴膓訂｛のためパ・尺｛て」‘｛い加㍉

　　　・一・一・便・　。罐罐ぽ；㌶驚ξ襟珊疏’蝋こと献1て

寳鎧羅懲竃難難彗il∴1：二篇㌫塁il曇雛麗耀撚
　只今ニュ声ヨークにいます。今迄にド　て御子さんがないのが気のdお人間す都　なって県とイ曲Cの七め努めて川くこと
イツ，オランダ，ベルギー，イギリス，　宮さんはnド宗教熱心て先般久拡旧情を　に御防｛いすろ。

フラソス，スイス，イタリー，と7ケ国　温め指宿の観光地を案内した。近く奥さ　　柳村1’トμi（糸26）a冬戦後艮らくノ1夕1：小
をかけ足で廻りまtた。欧州㌫丁度草花　んと御同伴を約し別れた。　　　　　　　明てあつた柳｝1さXの引ii耐見の御心配と
の刷ll卿ペソてヲこに眼亘；はせて　辻醐（亙ミ24汲鵬りlu撒端糊胴の甲ξ、あゴ、刷う緬1い’抱、・抽、

i嶽羅》蕊議蕊ご難嬬灘漂中爵2㌃（＿，。蹴∴，、㌫
国します。千曲会の発展と皆様のご健康　　いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　て隆盛の山，オ、～・岳ギ印の栄、二拡1㍗い♪、

在初ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　児玉新一（菰24）前記のように繊紺衣　　いが御来lll：の賎会に卍［くUIJ、の機㌫句

　　　醐闘会だ・・　饗煙熊聯≒麟耀つ↓繍：・㈱、，、，の、役胴、、，、占
　鹿児島県庁の辻さんから片倉の人詰工　　話を御願いしている。　　　　　　　　　　躍中とのこと竜あるが，　｝た向接の桟☆
場長閏茂（製糸22）さんが木ネrの製糸課　　　鈴木茂（i蚕22）片倉鹿り己鳥蚕極製造所　　がかし・のは残4・てあ力。　　（Il1川“lj）
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i・　　　　　1　　叫一…”　　母鰍災鯉詮募金申込納入調（38．7．20現在）

｛

火災復興資金募集
｛

，，騰罐歴i灘麟畿鰐賜『；㍑鵠　支舗
蹄位の母校愛澗偽熱意にx比衷心より感謝申し上げま’
す・申し込みをお忘れの会員｝こおかれまして繊鍛項ご

i麟ll酬Jのこ搬ご劇陽わり虻う酬れ一・

1　募募金金要日項標　額　　　　　昂8。α000円　　　　　｝

竃麟緯。硫　・，…，0・・P］

　拠　　　出　　　額　　川コ　金1，000円　1口以上
「1］

ｻ』1ぷ位1綱‘1三12」］末　i

　　　　　臓火災卿㌘竿響邉∴
　　　　　トヒ団法人千曲会．班：，11：長

　　　　　　　　　　　　荻　　原　　清　　治

母校火災復興資金申込者氏名（ぴ1坤込同時完納）　　越佐

北奥支会2，000円○宮下明治（学蚕5）　　　　富［ll
宮城支会2，000円○国☆忠男（糸19）　　　　　石川
茨城支会駕1，000円○伝n：1趣夫（学蚕3）　　　　　福井
牡撃1；；；；；‖8認信蚕」櫻；；　　；・佐久
東京支会　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　南佐久
　5，000Fq品○藤り1》争ヨ…《…タ3　（紡8）　○ノ」、カζ∫～‖一◇01‖　（蚕10）　　　　　　　」ニ　　ノ」、

2’°°°慣 W麟裏麟；、eカll　2　n咽　　 学内
上小支会　2，000円　O久保田正樹（泰3）　　　　　　　　旧職員

安筑支会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更　1直

　bOOO円　○中垣寿彦（糸36）○御子柴啓由（学蚕9）　　　　北　信

鷲轟㌔撒平（紡、，、　　・　　賦・
　1，000円　O馬場忠貞（蚕34）　　　、　　　　　　　　　安　筑

諏訪支会　1，000円○久傑幸彦（学糸8）　’　　　竜川

謬誌2’°°°曜゜綱品31）　　諏訪
　巴～，000円　　○竪谷戊疑茂　（至震i37）　（）辻本呈婆　（イヒ4）　（）中尾彰　　　　　　1‖支　　阜

　　　　　良（紡26）○関与志雄（学紡2）　　　　　　静岡
　1，00〔〕円　　○林ぷミリき　（学イヒ5）　○笠ハト禾‖之　（イヒ6）　　　　　　　　　　　三三　　重

㌶慈1・°°°1『°竹内鳳（靴9）　　愛知
　1，000円○川人良次（紡2DO林邦治（蚕30）○高木繁　 近幾
　　　　　夫（糸36）　　　　　　　　　1　　京滋

罐馴9隅翻ヒ8）　三2
　　　　　　火災復興資金申込後完納者氏名　　　　　　　　　　山　陽

5，000円高岡米治（紡｜9・ILI陽）　　　　　　山陰

i；羅継璽蕪欝㌧ii；鷲
　　　　宮村秀夫（学農10・兵庫）石井昭衛（学糸6・兵庫）　愛媛

　　　　禦㌶齢i葉蠕鞠議塁：翻　岬1
　　　　松田清（幾2・愛知）購輝莱（紡30・愛知）、熊本
　　　　二L屋ヨ肖～》証｛…　（紡21・愛知）　…1ト杜1　餐工　（蚕35・刀｛京）　　　　　　宮　　‖奇

　　　　野村忠雄（糸30・凍京）小島広彦（学蚕7・東京）　　　鹿児島
　　　　鈴木昭（学蚕5・北九州）井上越雄（学糸9・近畿）
へ　　　持田正彦（学蚕3・埼玉）上原光雄（学紡‥埼玉）　　　合　計

募金　申　込

人員し金　　額1達成率

　　　　人
北海道　　4

北　奥　21

山　形　　18

宮　城　26
福　島　　36

群　IU5、8
ユ奇　ヨ三　44

栃木　　15
茨　城　　39

千葉　21
東　京　190

神奈川　　70

山　梨　17

　　　　10

　　　　22

　　　　11

　5
　12

　5
129

　49

　4

『4
　37

　2
　80

　16

　26

　16

　20

　51，

111

33

50

32

43

39

10

16

2

9

9

16

11

5

9

’　8，000

　285，600

　411，000

　　rl］｛　　％
　7，000　　　25．0
　　　　45，0001tζ）　83暢3

　　　1
．42，000‘　（ζカ　93．3

71，0001｛◎144魯9

67，700　　　　58，1

　　　　膓瑠、1：；

　　　　
46・0001◎88・5

66，200・　（6）75．2

36，0001餌．1

　　　　

il㌶己；
21，0001　　33．3

15，00d　17．2

35，000　　　　50，0

22，000　　　　66，7

11，000　　　　39．3

25，000　　　　｜7・0

　　　　　15，7

　　　　　49．2

　　　◎100，0
13，000
35，700i　21．9

107，000　　　　44．0

2・0・・12・4

137，000

26，500

日2，000

50，000

36，000

108，000

237，000

59，000

101，000　　　ト

66，000　（§）　78，6

96，000　◎　83．5

95，00〔〕　　　50．3

10，000　　　　22．2

30，0001◎100．0

4・000128・6

、1：；腰：1

27，00α　　　　21．8

　　　1

　　　｜

　　　｜

　　　l

　　l

◎76．1

　29．8

◎72．7

　43．9

　41．3

◎102．9

◎71．0

　24．8

◎107．4

募金納入

1．413

咽金額
人

　4
21

　17

26

35

　6

43

14

39

20

177

67

17

10

20

．10

5

10

、5

113

47

4

13

36

2

79

12

17

15

20

50

108

31

45

24

42

39

10

16

2

9

9

15

　　丙
　6，000

45，000

38，000

71，0び0

65，700

　1bOOO

71，400

34，000

65，200

34，500

310，500

149，000

2LOOO

15，000

33，000

19，000

11，000

19，000

　8，000

243，000

274，553

　13，000

　37，500

　97，000

　2，000

134，000

　］7，500

　71，500

　49，000

　36，000

106，000

225，200

　57，000

89．000

47，000

95，000

95，000

　7，000

30，000

　4，000

・9，000

27，000

24，000

｜8，00α　　　40宙9　　11　　　18，000

13，00α　50．05　13，000
17・000‘　　56．7　　9　　　16，000

3，219，60〔〕1　　　55、5　工ぷ別2，864．553

伊劇救（学イヒ4・北信）小1縫雄（学紡8・神奈刀1）　　・F…………一〕一…｛一一一……一一一『一……

目標額

　　門
28，000

54，000

45，000

49，000

108，000

217，000

178，000

52，000

88，000

63，000

595，000

192，000

63，000

87，000

70，000

33，000

28，000

147，000

51，000

58LOOO・

411，000

163，000

243ヵ000

84，000

180．000

89，000

］54，000

114，000

87，000

105，000

334，000

238，000

94，000

84，000

115，000

189，000

45，000

30，000

14，000

12，000

56，000

’　　124，000

　　44，000

　　26，000

　　30，000

5，800，000



04）　ノレら．134　　（昭和31牟6月18日第3緻郵便物認可）　　千　　　 曲　　　 会　　　 幸艮　　　　　　　　昭和38年8月1日

　　　　会　員　動　謬　　　鮒触酬o熊本劉援糟1渓灘轡牛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住）熊＊市出水町今字京堀
伊藤　武男　賛旧職　京　滋　　（住）京都市右京区鳴滝宇多　　　　　　　　　　　　　　　　馬｝蔵900の2

中村正馴19北信総㌶画部ガ嚇課長荒非魑化唖知巷難ぷ継塁韮酬屋
　　　　　　　　　　　　（長野市県町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市西区堀‖襲》町嫌越238
清フk比呂夫蚕28北信県農政部澱政課金融係主任　　　味沢泰造　糸　5東京　自営り弼（刷1野区桜山町36
　　　　　　　　　　　　（長野市県1町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撹（36D　2434
山崎千春　蚕30北信県祉会部営政課庶務係長　　　　田中茂男寮36北‘5艮野県蘇；1粘1鵡負場（挺賠li）

中欄唖35北信嚥鋼Lこ　伊藤勲櫛、ぽ；蹴蹴徽ジi前橋
羽贈・介張36北信6翻1㌫卵蹴関栄糾絢1酬囎瓢娠，r1剛酬
清麟一農1北信簾灘螺｝畠課繊主川人良次紡刷，識㌶酬酬6醐、）
清水昭蝶，北信篇撒；麟L制係　・淋繁夫糸36‡麟繍㍍謝1蹴贈
轍伝二農・北信a瓢｛撒企酬縣　石酬・一翻鰍螺耀il灘謬辰興第

塚，噛械，北馴職繊よ辮　 小胸消端罎次1 ?_1獺謡嬬、㈱・
深欄・農・北信㌶ll鑑酬職剛・ぽ1蝋剛1｝鼎㍑酬綱1酬｝剛
永・1裕婦・2伯途麗i罐繊繊　働…剛・剛撒継鍋凱学棚北
｝，，水棚糸37⊇ぷ〕灘‖i‡！r〈務係　木・’・俊一酬口細6雲襲櫟　燃・醐・・購

鞘醐化8北信d㌶轍；脇拓課融係　中沢蜘・目・ほ』撚1撚・繊酬聯
酬剛学肪，北餉！！灘曇熟酬係　湯利蹴耀・」パ和榊・剛札・欄旧川・

　　　　　”　　匡二I　r・エ　リー　　11　ル　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県安rい市那｝∫～γ3）

’‘q’ @《卓‘　　　　　’　　1　　．．肥Ψ　　興　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼『1・胆鴻｝．市）

：村㌫。；ヒ　顯i翼蹴，；㈱……作・ξ2一螂馴1援　聯酬・・
　　　　　　　　　　　　庶務係（長野市県町）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　射水』1二火IUjl吐il∫井（｝7i

信州鹿教湯温泉

鷺公籠鑓交珠荘

TEL．（西内）35

　編集室より
雲雛㌶‡認織、がり三製研究瞭聯。，ト端に1

おて・・ま軸しくご欄を膓漬いい乱ぽ嚇幡予司
者の就職状況も良好の様ですo　　　　　　　　　　　　　　　l

後いよいよその発展を期符し・たいセす・　　　　　｛
　本月号は増頁して内容の充i爽剤まかり忠届けいた1、ます〔、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

編鰍 摎ﾙ：瓢駆；ミ耀：㌶割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　勝，陪1井要範　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

繊酬拡獅酬暇1綱卿の鰍畑・・⇒

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県上田市大’亨：常1入6鍛　　　　　　　　　　　1

・オルガン継鹸社1株式会社宮下組i

　　　離品、1綜合建設工事一式　　　｝
輻・　　　竃｝｝曇↑1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭‡璽鴛二蒜慧設ll臓1

長野県小蹴雌田町　　1　　　　　　　　　　　i

　　　　TEL塩田650　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

社長増島芳美　l　　　TEL（上田）蜥し2°ア1・4°3‘目
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝


